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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、壊滅的な打撃を受けた地域社会の復興や再生に際して、民俗芸能の
もつ特筆すべき力や役割をフィールドワークによって実証した上で、その効果を持続させる仕組みとして被災地
ツーリズムの導入の方法を検討することにある。事例として岩手県の普代村を拠点とする鵜鳥神楽をとりあげ
た。東日本大震災以後の神楽衆の苦闘は、陸中沿岸各地の芸能団体に共通するものであるが、広域の信仰に支え
られた鵜鳥神楽は社会的なインパクトが大きく、その動向は注視に値する。本研究は東日本大震災以後の巡行記
録に関して情報集約とデータ分析を行なうとともに、コミュニティ再興の一助としての被災地ツーリズムの可能
性を実証的に検証した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to demonstrate the noteworthy power and the 
role of folk performing arts by fieldwork in the reconstruction and revitalization of communities 
that have suffered catastrophic blows, and as a mechanism to sustain its effect, to examine ways to 
introduce disaster-stricken tourism. Unotori Kagura based in Fudai village in Iwate prefecture was 
taken up as a case. Although the struggle of the Kagura members after the Great East Japan Great 
Earthquake is common to the groups of folk performing arts around coastal areas, Unotori Kagura 
supported by wide-ranging belief has a great social impact and its trend is worth watching. This 
research gathered information and analyzed data on the tour record after the Great East Japan 
Earthquake and verified the possibility of disaster-stricken tourism as some help for community 
revival.

研究分野： 芸能産業論
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１．研究開始当初の背景 
学術的背景として研究開始当初の先行研

究と経緯を概説しておきたい。先行研究は２
つの領域が存在している。1つは(a)災害後の
文化によるコミュニティ復興の研究、もう 1
つは(b)負の状況や遺産を文化的シンボルと
して活用するダークツーリズムの研究であ
る。(a)文化によるコミュニティ復興研究は、
Ashimsa-Putra (編)の “Artistic Responses 
to Disasters; the Case of Yogyakarta ”
（2007）を嚆矢とするが、東日本大震災以降
に研究は国内でも一気に加速化した。人類学
の林勲男「民俗芸能の被災と復興にむけて」
(2012)、民俗学の政岡伸洋「暮らしの文化と
復興に向けての課題」(2012)、民俗芸能学会
（編）「東日本大震災被災地の民俗文化財報
告」(2012)等が現われた。とりわけ代表者（橋
本）の「祭を再開する理由―東日本大震災以
降の現状と課題」（2012）、「細く長く続けた
い ―民俗芸能支援の現在進行形」（2012）等
は現地の復興実践に強い影響を与えた。一方、
(b)ダークツーリズムは戦跡や被災地などを
訪ねて人類の負の歴史に対する理解を深め
る観光形態であり、Lennon と Foley の “Dark 
tourism” (2000)を研究の嚆矢とするが、分
担者（井出）の「日本型ダークツーリズムの
可能性」（2012）は本研究の出発点となって
いる。 
本研究に至った経緯は、岩手県文化財保護

審議会委員の無形民俗文化財担当者として
県指定等の業務に従事していた代表者（橋
本）が東日本大震災以降の陸中海岸の民俗芸
能の被害悉皆調査を行なう過程で、巡行系の
山伏神楽の復興の重要性を提唱して、具体的
な支援行動を起こしたことを発端とする。沿
岸コミュニティの壊滅による神楽上演の場
の消失は、文化のみならずコミュニティ再生
の拠点の消失にもつながることから、「場」
の再興を目的とした支援と研究を精力的に
行ない、着実な実践成果（リスクヘッジ的な
７回の関西公演、神楽会場〔＝「宿」という〕
の財政的支援等）をあげてきた。本研究はそ
うした成果を継承しながらも、新たなチャレ
ンジ、すなわち旅行業者との連携による宿の
構築を試み、文化による実効性の高いコミュ
ニティ再生の道筋を明示しようとしたので
ある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、壊滅的な打撃を受けた地

域社会の復興や再生に際して、民俗芸能のも
つ特筆すべき力や役割をフィールドワーク
によって実証した上で、その効果を持続させ
る仕組みとして被災地ツーリズムの導入の
方法を検討することにある。事例として岩手
県の普代村を拠点とする鵜鳥神楽をとりあ
げる。東日本大震災以後の神楽衆の苦闘は、
陸中沿岸各地の芸能団体に共通するもので
あるが、広域の信仰に支えられた鵜鳥神楽は
社会的なインパクトが大きく、その動向は注

視に値する。本研究は東日本大震災以後の巡
行記録に関して情報集約とデータ分析を行
なうとともに、コミュニティ再興の一助とし
ての被災地ツーリズムの可能性を実証的に
検証して、その方法論を提示する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、(a)コミュニティ再生にはたす

民俗芸能のもつ力や役割を実証した上で、
(b)被災地ツーリズムを試行し、その方法論
を検討することにある。３年計画のうち、当
初は前者に重心を置き、震災以後の活動記録
（文献、映像、メディア記事等）を集約する
とともに、「宿」上演の企画・運営に当事者
とともに関わり、コミュニティへのインパク
トなどを検証（アンケート分析、インパクト
評価等）する。ついで後者へと重心を移し、
芸能を軸とする被災地ツーリズムを試行的
に企画・運営し、その結果について評価等を
行ない、陸中海岸における民俗芸能によるダ
ークツーリズムの可能性、方法等について検
討・提案する。また、研究成果をシンポジウ
ム、論文集という形で世に問う。なお、代表
者（橋本）は関西の大学に研究拠点をもつも
のの、岩手県文化財保護審議会委員（当時）
を兼任し、分担者１名（見市）とともに常時、
陸中沿岸の芸能の活動状況を把握できる立
場にある。他の分担者（井出）は日本におけ
るダークツーリズム研究の第一人者であり、
もう１名（中川）は社会包摂型アーツマネジ
メント研究の第一人者である。 
 
４．研究成果 
 初年度（平成 26 年度）は代表者（橋本）
が中心となって平成 23 年度から実施してき
た「宿」上演の支援・調査を継承した。実際
は8月末に岩手県の大槌町赤浜において鵜鳥
神楽の「宿」上演を実施するための予備的な
現地調査を行なった。これはツーリズムと連
動させた神楽上演を試行的に実施して、次年
度以降の本格的なツーリズム・パフォーマン
スに発展させるための予備的研究として位
置づけられる。また、普代中学校の神楽同好
会が伝承している中野流鵜鳥七頭舞のアメ
リカ公演が開催されたため、参与観察的な現
地調査を行なった。中野流鵜鳥七頭舞は鵜鳥
神楽における舞込みの部分が発展したスピ
ンオフ的なパフォーマンスであるが、東日本
大震災以後、普代村における復興のシンボル
として位置づけられており、ツーリズムと連
動させた上演の可能性を確認することがで
きた。 
実際、中野流鵜鳥七頭舞についていえば、

帰国後にこうした気運が高まっている。また、
鵜鳥神楽をとりあげた被災地ツーリズムは、
初年度にも普代村黒崎、岩泉町安家、野田村
下安家などにおいて試行的に実施されてお
り、次年度に向けた「宿」上演の支援・調査
に関する環境が整ってきた。また、東日本大
震災以後のコミュニティ再興に関する民俗



芸能の全般的な役割をとりあげた記録・資料
等は、初年度の段階でほぼ集約することがで
きたと考えている。なお、メンバーによる研
究会を大阪で実施した。 
 2 年度（平成 27 年度）は本格的な現地調査
の段階に入っているが、引き続き代表者（橋
本）が中心となって平成 23 年度から実施し
てきた「宿」上演の支援・調査を継承した。
実際は5月の鵜鳥神社例大祭と赤比羅神社例
大祭において、従来の上演形態について現地
調査を行なった。また、6 月～7 月に久慈市
大尻と麦生の公民館公演、8 月に秋田県由利
本荘市の鳥海獅子まつり、11 月に岩手県盛岡
市のおでって芸能館において、新しい上演形
態について現地調査を行なった。いずれもツ
ーリズムと連動させた神楽上演の必要性を
確信することができた。とりわけおでって芸
能館は多数の観客が集まり大きな反響があ
り、ツーリズムと連動させた神楽上演に関す
る具体的な方法を示唆するものであった。 
そして、1 月～3 月に 10 数回開催された

「宿」上演について、参与観察的な現地調査
をできるかぎり行なった。伝統的な「宿」に
関しても、新しい上演形態が模索されており、
ツーリズムと連動させた上演の可能性を確
認することができた。鵜鳥神楽をとりあげた
被災地ツーリズムは、2 年度にも普代村黒崎
においてモデルケースとして試行的に実施
されており、「宿」上演の支援・調査に関す
る環境がいっそう整ってきている。また、東
日本大震災以後のコミュニティ再興に関す
る民俗芸能の全般的な役割をとりあげた記
録・資料等は、初年度でほぼ集約できたと考
えているが、以降も最新の成果を中心として
収集する作業を継続しており、質量とも充実
させた。なお、メンバーによる研究会を 3月
に大阪で実施した。 
3 年度（平成 28 年度）も代表者（橋本）が

中心になって平成 23 年度から実施してきた
「宿」上演の支援・調査を継承した。実際は
5 月の鵜鳥神社例大祭において、従来の上演
形態について現地調査を行なった。また、7
月に久慈市麦生のあーとびる麦生公演、10 月
に花巻市大迫町の全国神楽大会ハヤチネに
おいて、新しい上演形態について現地調査を
行なった。そして、1 月～3 月に継続的に開
催された「宿」上演について、岩泉町安家と
普代村堀内において参与観察的な現地調査
を行なった。伝統的な「宿」に関しても、新
しい上演形態が定着してきており、ツーリズ
ムと連動させた上演の可能性を確認するこ
とができた。なお、研究の成果を発表する機
会として、普代村堀内における「宿」上演に
先立って、メンバーのみならず神楽衆や「宿」
を主催する宿主をも交えて神楽宿フォーラ
ムを実施した。 
以上見てきたとおり、本研究は数年間にわ

たって、鵜鳥神楽を介した被災地ツーリズム
の可能性を検討してきた。その内容は被災地
における民俗芸能に関する調査研究という

地平を踏み越えて、アクションリサーチに依
拠した社会実装の実験的研究をめざしたも
のであった。こうした活動は現在も進行中で
あるが、ここで民俗芸能支援の 3段階をあげ
ておきたい。第 1段階は用具や装束を購入す
る資金を助成することである。第 2段階は用
具や装束を保管したり練習したりする空間
を確保することである。第 3段階は当事者が
地元で働ける雇用環境を整備することであ
る。用具や装束そして空間を用意することが
できたとしても、働き口がなければ地元に住
むことはできない。人間がいなくなってしま
ったら、民俗芸能を続けることもできないの
である。 
現在も諸段階は重層的に同時進行してお

り、数多くの民俗芸能団体が依然として苦し
い状況に置かれている。そして、いくつかの
民俗芸能団体は第4段階とでもいうべき方法
を講じている。それは当事者が部外者を参加
させて民俗芸能を協働することである。こう
した動向は第3段階が当事者にも部外者にも
手に負えない課題であることを認識してい
るからこそ、自分たちの身の丈で考えられる
方法を模索した結果であるといえそうだが、
民俗芸能支援がいわゆる支援という従来の
枠組みを脱して、協働という新しい段階に入
っていることを示唆しているようにも思わ
れる。場に対する関心に沿っていえば、当事
者と部外者が協働して新しい場を構築する
試みが生み出されているともいえるだろう。 
代表者（橋本）はかつて「現在は民俗芸能

支援の第三段階として、民俗芸能団体のメン
バーが地元で働ける雇用環境を整備するこ
とが求められている。そうでなければ、誰も
住まない場所に新しい物品と新しい倉庫だ
けが残されるという悪夢が現実化してしま
いかねない。これはもはや民俗芸能支援の範
囲を逸脱しているが、民俗芸能団体を支援す
ることは不可避的にかくも長期的な難問を
呼び起こすのである。」（橋本裕之「細く長く
続けたい―民俗芸能支援の現在進行形―」
『震災と芸能―地域再生の原動力―』、追手
門学院大学出版会、2015 年、83－84 頁）と
述べている。 
今後の可能性についていえば、雇用環境が

整備されないかぎり、民俗芸能を培ってきた
場を維持することも難しいと思われるが、そ
のような場は地域社会を再建することのみ
ならず、地域観光を振興することにも資する
はずである。雇用環境に直結しないとしても、
民俗芸能を介して経済的な効果を生み出せ
ないだろうか。かくして、本研究は鵜鳥神楽
を介した被災地ツーリズムのプロジェクト
をいくつか手がけてきたわけである。いずれ
も残念ながら雇用環境を整備することに直
結しているということはできないが、本研究
は民俗芸能を培う新しい場を構築する試み
であるのみならず、民俗芸能を活用した被災
地ツーリズムの可能性を模索する試みでも
あるということができるだろう。 



観光客が鵜鳥神楽の神楽宿を体験すると
いうアイデアは平成 26 年 2 月以降、現時点
で合計 4回実現している。一例として、初年
度に実施された平成 27 年 2 月の概要を紹介
しておきたい。この年は２月 21～22 日に観
光庁のモニターツアーとして実施すること
ができた。前年同様、普代村の黒崎公民館に
おいてJTBコーポレートセールスにかかわっ
てもらい、「普代村こうりゅうものがたり鵜
鳥神楽の神楽宿と交流の旅」という東京発の
ツアーを実施したのである。17 名の観光客が
参加した。 
観光客は 2 月 21 日、黒崎公民館で地元の

住民に混じって鵜鳥神楽を楽しみ、直会にお
いて前年同様、煮しめ、焼き鮭、早採りワカ
メのしゃぶしゃぶなどを堪能した。翌 22 日
は語り部ガイドに案内されて、鵜鳥神社、普
代水門、太田名部防潮堤などを見学した後、
前日に神楽宿を体験した黒崎公民館に移動
した。そして、黒崎自治会が用意していた漁
業体験メニューとしてワカメの芯抜きを体
験する一方、郷土料理教室として小豆ばっと
うと八杯豆腐を調理することにも参加して、
その場に居合わせた全員で普代の味を堪能
したのである。観光客の満足感はあらためて
強調するまでもないだろう。これは神楽宿が
培ってきた、充足した雰囲気を体感してもら
う機会であったともいえそうである。 
 当事者と部外者が民俗芸能を協働する。こ
うした第4段階が恒常的に続くものかどうか
はよくわからない。少なくとも現時点におい
て将来を語ることはむずかしい。性急に一般
化することができるわけでもないだろう。民
俗芸能団体の人手不足を解決するためにも、
当事者が地元で働ける雇用環境を整備する
ことは最も効果的な方法なのだろうが、当事
者にも部外者にも手に負えない課題である
ことも事実である。そう考えていけば、当事
者と部外者が民俗芸能を協働することは、意
識しているか否かはともかくとしても、自分
たちの身の丈で考えられる方法を模索した
結果であるといえそうである。民俗芸能支援
はいわゆる支援という従来の枠組みを脱し
て、協働という新しい段階に入っているのか
もしれない。 
そうだとしたら、本研究における研究成果

を地域社会に還元する機会として平成29年3
月 25 日に普代村堀内の堀内地区漁村センタ
ーにおいて開催した神楽宿フォーラムは、当
事者と部外者が協働するという意味におい
ても象徴的な機会であったと考えられるだ
ろう。実際は普代村堀内における鵜鳥神楽の
神楽宿に連携協力することによって、堀内地
区に神楽宿の会場を提供していただき、舞込
み後に 1時間だけ拝借して、神楽宿フォーラ
ムを実施することができた。岩泉町安家・釜
石市箱崎町白浜・大槌町吉里吉里の宿主、神
楽衆、普代村民、普代村役場の関係部局にお
ける担当者、ツアーに参加した観光客（岩手
県北交通のツアーが 20 名、JTB のツアーが

16 名）、そして分担者（中川）も参加して、
多種多様なかたちで鵜鳥神楽にかかわる
人々が一堂に会して、神楽宿の魅力と価値に
ついて語り合った。司会は代表者（橋本）が
担当した。とりわけ 3名の宿主は神楽宿を運
営する側の心意気や気苦労も含めて、宿主と
しての経験に立脚した貴重な談話を披歴し 
た。約 150 名が参集して、大変な盛況だった
ことを強調しておきたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
だが、神楽宿の魅力と価値は今日、地元に

住む人々ですら必ずしも十分に理解してい



ないようにも思われる。したがって、本研究
を締めくくった神楽宿フォーラムは文字ど
おり当事者と部外者が協働して神楽宿の魅
力と価値を再発見する機会として、今後の可
能性を模索するためにも大きな役割をはた
したはずである。したがって、神楽フォーラ
ムは本研究が被災地における民俗芸能に関
する調査研究という地平を大きく踏み越え
て、アクションリサーチに依拠した社会実装
の実験的研究を意図していたことを端的に
表現していたということができるだろう。 
数多くの民俗芸能団体が東日本大震災以

降、極限的な状況に追い込まれながらも、自
分たちの民俗芸能に元の姿を取り戻すため、
文字どおり試行錯誤してきた。にもかかわら
ず、民俗芸能の本来的な存在形態を維持する
ことは、もはやきわめて難しいだろう。だか
らこそ、当事者と部外者が協働して新しい場
を構築する試みが生み出されているともい
えるのである。本研究は民俗芸能を復興する
／させる方法の現在進行形として、当事者と
部外者が民俗芸能を協働する地点に到達し
たようにも思われる。こうした消息は民俗芸
能の本来的な存在形態を破壊する契機とし
て、否定的に受け止められてしまうかもしれ
ない。だが、協働という新しい段階を肯定的
に理解することによって、被災した民俗芸能
に元の姿を取り戻すことのみならず、民俗芸
能の新しい可能性を再創造／再想像するこ
とにも役立つ有力な手がかりが得られるは
ずである。 
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